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まほろの〈住人十色〉展

　
町
田
市
で
育
っ
た
作
家
・
三
浦

し
を
ん
の
直
木
賞
受
賞
作
品
「
ま

ほ
ろ
駅
前
多
田
便
利
軒
」。
昨
年

の
映
画
公
開
に
続
き
、
来
年
１
月

か
ら
、
続
編
「
ま
ほ
ろ
駅
前
番
外

地
」
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
し
て
放

送
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
、
市
内
で
行
わ

れ
た
撮
影
の
様
子
、
小
説
に
関
す

る
資
料
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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２９内
文
学
サ
ロ
ン
＝
ド
ラ
マ
の
写
真

パ
ネ
ル
や
衣
装
の
展
示
等
、
閲
覧

室
＝
小
説
に
関
す
る
資
料
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展
示
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ト
ー
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シ
ョ
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三
浦
し
を
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×
池
田
真
紀
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】

日
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日
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日
）
午
後
２
時
～
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３
時
　
分
３０

場
同
館
２
階
大
会
議
室

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

８０
申
　
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
イ

１２

２２

ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
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辺辺
７
２
４
・

５
６
５
６
）
へ
。

関
連
催
事

【
ま
ほ
ろ
散
歩
】

　
町
田
駅
周
辺
で
“
ま
ほ
ろ
駅
前

シ
リ
ー
ズ
”
に
登
場
す
る
場
所
を

歩
き
ま
す
。

※
直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ

い
。
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民
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嵐
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も
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  夫
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究
会
」
と
協
働
で
、
町

ば
い
 
ふ

田
ゆ
か
り
の
江
戸
期
女
流
俳
人
・

五
十
嵐
濱
藻
が
編
ん
だ
、
女
性
だ

け
の
連
句
集
「
八
重
山
吹
」
の
翻

刻
版
を
刊
行
し
ま
し
た
。
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よ
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事
故
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は
「
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」
だ
け
で
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く
、

家
族
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会
的
地
位
等

計
り
知
れ
ま
せ
ん
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　「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る

な
ら
飲
ま
な
い
」
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。

○
車
で
仲
間
と
飲
食
店
に
行
く
時

は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
を
決

め
、
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け

る
「
ハ
ン
ド
ル
・
キ
ー
パ
ー
運
動
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
酒
を
飲
ん
で
自
転
車
を
運
転

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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ｃ「まほろ駅前番外地」製作委員会２０１３
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頂きました
コメントを
頂きました
コメントを
頂きました ©タカオカ邦彦

　本編にあたる『まほろ駅前多田便利軒』も
含め、このシリーズは、町田市をモデルにし
た「まほろ」という架空の町を舞台に物語が
展開します。町田をよくご存じのかたには、
小説内に登場するあちこちの場所を、「駅前の
あのあたりかな」とか「あの通りのことかな」
などと、現実の町田と照らしあわせて、お楽
しみいただけるのではないかと思います。
　町田にはじめていらしたかたがおられまし
たら、企画展をご覧になったあと、ぜひ、活
気あふれる駅前を散策・探検されることをお
すすめいたします。いろんなお店があって、
さまざまなひとが行き交う、郊外の町のパワ
ーをご堪能いただけることと存じます。私自
身も、「まほろ」シリーズを書くことを通し、改
めて町田の魅力や愉快さやちょっと珍妙な部
分に気づけたような気がしています。そして
改めて、町田を好きになりました。
　町田とまほろ、現実と架空に存在するふた
つの町を、身近で刺激的な場所として「発見」
していただければうれしいです。

問町田市民文学館辺辺７３９・３４２０返７３９・３４２１

原町田一丁目自動車駐車場の概要（変更は２月１日から）
原町田一丁目第２駐車場原町田一丁目駐車場

２４時間開場午前６時～午後１１時
（１月１日を除く）開場時間

１００円／２０分１００円／２０分午前６時～
午後１１時

駐
車
料
金 １００円／６０分１回７００円午後１１時～
翌朝６時

平日・祝休日ともに１５００円（午前６時～午
後１１時の間に５時間以上駐車した場合）最大料金

全日１万８０００円／月
（１０台）

平日９０００円／月（３０
台）定期駐車券

※回数駐車券やお得なパーキングカードがあります。詳細は
同駐車場管理事務所にお問い合わせ下さい。

　２月１日から利用時間・料金体系
が変わります。主な変更点は、開場
時間の延長・駐車料金体系の変更・
全日最大料金の設定です（駐車場の
概要は下表を参照）。

市営原町田一丁目自動車駐車場市営原町田一丁目自動車駐車場
利用時間・料金体系が変わります利用時間・料金体系が変わります

問産業観光課辺辺７２４･３２９６返０５０･３１０１･９６１５

　２月１日から
の定期駐車利用
者を募集しま
す。募集開始は
１２月２１日午前９
時からです。
　詳細は原町田
一丁目駐車場管
理事務所（辺辺返
７２６･８０９０）へ。

定期駐車利用定期駐車利用者者
を募集しまを募集しますす

駐車場案内図 中央図書館中央図書館

町田ターミ
ナルプラザ
町田ターミ
ナルプラザ

原町田一丁目
第２駐車場
原町田一丁目
第２駐車場

原町田一丁目
駐車場
原町田一丁目
駐車場

JR町田駅JR町田駅

境橋境橋

原町田橋

JR町田駅前
市立中央
図書館前
市立中央
図書館前
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第３次男女平等推進計画（案）
問男女平等推進センター辺辺７２３・２９０８返７２３・２９４６

計画の期間 
２０１２年度～２０１６年度の５年間

計画の基本目標 
　基本理念「男女平等参画社会の形成をめざして」
を達成するために、３つの基本目標を設定します。
①男女平等参画のための社会づくり
②人権の尊重と生涯にわたる健康支援
③ワーク・ライフ・バランスの実現
取り組み内容
　基本目標を達成するために、８つの基本施策と、
各施策に基づく事業を行います。
○講演会・情報紙での周知等で、性別役割分担意識
の解消に取り組みます。

○男女がお互いを尊重し、協力し合う人間関係を築
くうえで重要な、学校教育や生涯教育の充実を図
ります。

○政策立案や行政運営、地域社会等の場で男女が平
等に参画できるよう働きかけます。

○配偶者暴力の被害者支援や防止策を充実していき
ます。

○男女がお互いの身体的性差を理解、尊重し、相手
に対する思いやりが持てるよう働きかけます。

○働く場での男女平等推進の呼びかけや、就労を望
む人への支援などに取り組みます。

○男女が共に就労しながら子育てや介護を続けられ
るよう働きかけます。

○男女ともに参画割合の低い、地域活動などへの参
画が進むよう働きかけます。

ご意見の提出方法 
募集期間１２月２１日（金）～２０１３年１月１８日（金）
〈資料の閲覧・配布〉
　計画（案）は、町田市ホームページに掲載するほ
か、次の窓口で閲覧及び資料の配布を行っていま
す。
配布場所市民相談室（市役所本庁舎１階）、各市民
センター、木曽山崎・玉川学園文化の各センター、
町田・南町田・鶴川の各駅前連絡所、各市立図書館、
町田市民文学館、男女平等推進センター（町田市民
フォーラム３階）
※各窓口で開庁日・時間が異なりますのでご注意下
さい。
〈意見の提出方法〉
　郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、または男女平等推進セ
ンターほか、資料を配布している窓口へ直接提出し
て下さい。郵便の場合は配布資料に添付している専
用封筒（料金受取人払郵便）をご利用いただけます。
提出先男女平等推進センター（町田市民フォーラム
３階、〒１９４－００１３、原町田４－９－８、辺辺７２３・２９０８
返７２３・２９４６遍mcity1080@city.machida.tokyo.jp）

　市は、２００１年２月１日に、男女が平等で、一人ひとりの人権を尊重し合い、個性と能力を十分に発揮し自
立して生きる、男女平等参画社会の実現を目指す「男女平等参画都市宣言」を行いました。
　今回、宣言の実現に向け、目標や取り組む施策を方向づけた第３次男女平等推進計画を策定します。

パブリック
コメント
予　告

市では条例・計画などの策定
を進めるにあたり、市民の皆
さんにご意見を伺います

町田市暴力団排除条例案件名
１月４日（金）～３１日（木）募集期間
・本紙１月１日号に概要を掲載
　〈１月４日以降〉
・町田市ホームページに詳細を掲載
・市役所、各市民センター、各市立図書館
等で資料の閲覧、配布
※各窓口で開所日・時間が異なります。

案の公表方法

・郵便　・FAX　・Ｅメール
・防災安全課ほか、指定の窓口への提出

意見等の
提出方法

防災安全課
辺辺７２４・３２５４返０５０・３０８５・６５１９担当課

１月４日から下表のパブリックコメント（意見公募）の実施
を予定しています。

　会期中、「まほろ駅前
番外地」に関する検定
問題を配布します。全
問正解者には記念品を
差し上げます。

まほろ検定
番外地編


